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「払込取扱票」に必要事項をご記入の上、ご利用ください。払込み手数料は本学が負担いたします。
ゆうちょ銀行（郵便局）以外の金融機関でお振込みいただく場合は、お問合せください。

②郵便振替・銀行振込

◆個人の方
①クレジットカード決済

取扱カード：VISA、Mastercard
東北大学基金ウェブサイトよりお手続きください。

種別 個人 法人・団体

◆法人・団体の方
お申込書をお送りいたしますので、下記基金事務局までご連絡ください。

◆賞および記念プレートの贈呈
ご寄附の総額に応じて賞を贈呈させていただきます。

◆東北大学ロゴマークの
　オリジナルシールを贈呈
蒔絵風の写し絵シールを台紙に貼ってお届けします。

◆功績賞以上の賞を受けられた寄附者さまへの特典

◆芳名の掲載
「東北大学基金寄附者芳名帳」、
「東北大学基金ウェブサイト」および
「男女共同参画推進センター（TUMUG）ウェブサイト」
に掲載いたします。

①寄附者顕彰銘板への芳名の掲載
東北大学片平キャンパス内エクステ
ンション教育研究棟に設置している
「東北大学基金寄附者顕彰銘板」
に掲載させていただきます。

②「感謝のつどい」へのご招待
総長をはじめとした本学関係
者との交流・意見交換を目的
とした「東北大学基金感謝のつ
どい」へご招待いたします。

③東北大学萩友会プレミアム
会員としての特典
広報誌の送付、大学主催のイ
ベントへご招待いたします。

東北大学基金 検索

栄誉功労賞

特別功労賞

功労賞

特別功績賞

功績賞

3,000万円以上

1,000万円以上

100万円以上

50万円以上

10万円以上

1億円以上

5,000万円以上

1,000万円以上

500万円以上

100万円以上

◆寄附に関するお問い合わせ

東北大学基金事務局（東北大学総務企画部社会連携課内）

◆事業に関するお問い合わせ

東北大学男女共同参画推進センター（TUMUG）

以下の特典をご用意しています。

「TUMUG」とは「Tohoku University（東北大学）」「Movement（運動、活動）」「United（団結、協力）」「Gender（ジェンダー、男女）」からなる
頭字語（アクロニム）。東北大学が「紡ぐ」男女共同参画の取組が、ムーブメントとして拡がっていくことを目指しています。

〒980-8577 仙台市青葉区片平2-1-1

TEL: 022-217-5058 /5905
Email: kikin@grp.tohoku.ac.jp
http://www.bureau.tohoku.ac.jp/kikin

〒980-8577 仙台市青葉区片平2-1-1

TEL: 022-217-6092
Email: o�ce@tumug.tohoku.ac.jp
http://tumug.tohoku.ac.jp 男女共
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東北大学基金



　地域連携
東北地方の大学、行政機関等と連携し、
地域発展や震災復興における共同参画
を推進します。

　支援推進体制
「男女共同参画推進センター」を設置し、
恒常的な支援体制を整備しています。

　顕彰制度
アカデミアにおける共同参画の先駆者を顕彰する「澤柳記念賞」
を設けています。「紫千代萩（むらさきせんだいはぎ）賞」では、
優れた研究を展開する女性研究者を讃え、研究費を支援します。

　国際化対応
ワールドクラスへの飛躍に向けて、国際的観点に基づいて、外国
人研究者・留学生を対象とした共同参画を推進します。

基金設立の目的
「東北大学における男女共同参画推進のための行動指針（2013～2023）」に基づく仕事・学業と生活
との両立支援、女性リーダーや次世代女性研究者等の育成をはじめとする各種施策を着実に推進
するとともに、「門戸開放」の理念に基づき、国籍、人種、性別、年齢、価値観、障害、性自認・
性的指向等にとらわれない新たな共同参画体制へと発展させ、構成員の多彩な能力を最大限発揮
できる環境を整備するために、「男女共同参画推進基金」を活用していきます。

　1913年（大正2年）、東北帝国大学に、日本の大学として初めて 3名の
女子学生が入学しました。黒田チカ（佐賀県）、牧田らく（京都府）、丹下ウメ
（鹿児島県）です。彼女たちは、化学、数学を専攻して日本初の女性学士と
なりました。さらに、黒田は日本で二番目の女性理学博士となり、丹下は
当時男性でも異例であった日米両方で博士号を取得するなど、女性研究者
のパイオニアとして活躍しました。
　その後、本学は全国に先駆けて 2001年（平成13年）に男女共同参画
委員会を発足させるなど、男女共同参画の包括的推進において、日本を
リードする活動を展開してきました。
　東北大学はこのような女子学生入学100年の歴史と背景をもとに、建学
以来の理念の一つである「門戸開放」の理念に基づくダイバーシティ＆インク
ルージョンを推進しています。
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サイエンス・エンジェル（SA）活動等を通じて、
将来性豊かな次世代研究者を輩出します。3

仕事や学業と生活との両立
を図ることができるように、
学内保育施設の充実や
育児・介護支援制度等の
環境整備を進めます。

女性研究者を積極的に
採用・養成し、リーダー
として飛躍させる支援・
登用制度を整備します。

はじめに 男女共同参画支援事業
行動指針に基づく下記 7プログラムを推進します。
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多様な能力と資質を持った学生と研究者の活動
を支えるために、是非「男女共同参画推進基金」
へのご協力をお願いいたします。

男女共同参画推進センター長　大隅典子

伝統を基盤とした新たな挑戦により、分野・
国境を越え、ともに未来を拓きましょう。　
　

東北大学総長　大野英男

メッセージ

黒田チカ

牧田らく

丹下ウメ


